
JP 2007-329972 A5 2008.2.28

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公開番号】特開2007-329972(P2007-329972A)
【公開日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-049
【出願番号】特願2007-230814(P2007-230814)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ  12/28    ３１０　
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月7日(2008.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイント（ＡＰ）であって、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）を受信するように構成された受信機と、
　前記受信機を介して受信したデータに基づいて、ＡＰでの外部干渉を測定するように構
成された測定ユニットと、
　前記ＲＳＳＩに基づいて雑音フロア測定を行い、前記雑音フロア測定がキャリアロック
のない状況で利用可能かを判定し、キャリアロックのない状況で利用可能な雑音フロア測
定が利用可能でない場合、アップリンク干渉からの必要受信電力（ＲＲＰUI）を前のアク
ティブ化の値に設定し、雑音フロア測定が利用可能である場合、ＲＲＰUI＝ＩAP＋（Ｃ／
Ｉ）req_lowに従って前記ＲＲＰUIを設定し、ＩAPはＡＰでの雑音フロアの推定であり、
（Ｃ／Ｉ）req_lowは低いレートでの妥当な成功確率を有するのに通常要求されるキャリ
ア対干渉比を表す構成可能パラメータであるように構成された分析ユニットと
　を備えたことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項２】
　請求項１に記載のアクセスポイントであって、
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信パラメータを送信するように構成された送
信機と、
　前記分析ユニットによって判定された通り、前記送信機に前記必要受信電力および最小
送信パラメータを提供するように構成された関数生成器と
　をさらに備えたことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項３】
　アクセスポイント（ＡＰ）であって、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）を受信するように構成された受信機と、
　前記受信機を介して受信したデータに基づいて、ＡＰでの外部干渉を測定するように構
成された測定ユニットと、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）に基づいて雑音フロア測定を行い、ＲＲＰUI＝
ＩAP＋（Ｃ／Ｉ）req_lowに従ってアップリンク干渉からの必要受信電力（ＲＲＰUI）を
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設定し、ＩAPはＡＰでの雑音フロアの推定であり、（Ｃ／Ｉ）req_lowは低いレートでの
妥当な成功確率を有するのに通常要求されるキャリア対干渉比を表す構成可能パラメータ
であるように構成された分析ユニットと
　を備えたことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項４】
　請求項３に記載のアクセスポイントであって、
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信パラメータを送信するように構成された送
信機と、
　前記分析ユニットによって判定された通り、前記送信機に前記必要受信電力および最小
送信パラメータを提供するように構成された関数生成器と
　をさらに備えたことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項５】
　アクセスポイント（ＡＰ）であって、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）を受信するように構成された受信機と、
　前記受信機を介して受信したデータに基づいて、ＡＰでの外部干渉を測定するように構
成された測定ユニットと、
　前記ＲＳＳＩに基づいて雑音フロア測定を行い、キャリアロックのない状況で利用可能
な雑音フロア測定が利用可能でない場合、アップリンク干渉からの必要受信電力（ＲＲＰ

UI）を前のアクティブ化の値に設定するように構成された分析ユニットと
　を備えたことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項６】
　請求項５に記載のアクセスポイントであって、
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信パラメータを送信するように構成された送
信機と、
　前記分析ユニットによって判定された通り、前記送信機に前記必要受信電力および最小
送信パラメータを提供するように構成された関数生成器と
　をさらに備えたことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項７】
　干渉を補償する方法であって、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）に基づいて、雑音フロア測定を行うことと、
　前記雑音フロア測定がキャリアロックのない状況で利用可能かを判定することと、
　キャリアロックのない状況で利用可能な雑音フロア測定が利用可能でない場合、アップ
リンク干渉からの必要受信電力（ＲＲＰUI）を前のアクティブ化の値に設定することと、
　雑音フロア測定が利用可能である場合、ＲＲＰUI＝ＩAP＋（Ｃ／Ｉ）req_lowに従って
前記ＲＲＰUIを設定することであって、ＩAPはＡＰでの雑音フロアの推定であり、（Ｃ／
Ｉ）req_lowは低いレートでの妥当な成功確率を有するのに通常要求されるキャリア対干
渉比を表す構成可能パラメータであることと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、
　パケットが送信されたとき送信データを分析することと、
　前記分析の結果を記録することと、
　少なくとも１つの低品質ビンがあるかを判定することと、
　低品質ビンがない場合、ダウンリンク統計からのＲＲＰ（ＲＲＰDS）を前のアクティブ
化の値から何らかの所定の値を引いたのと同じ値に設定することと、
　少なくとも１つの低品質ビンがある場合、前記ＲＲＰDSを最も高い低品質ビンより高い
最初のビンに対応する受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）の値に設定することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
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　前記低品質ビンは、しきい値未満の成功送信の平均データレートを有し、レート制御が
イネーブルされているか、または成功送信のパーセンテージがしきい値未満である有意ビ
ンであることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法であって、
　成功送信の平均データレートおよび成功送信のパーセンテージを算出することをさらに
備えることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項８に記載の方法であって、低品質ビンがなく、前のアクティブ化がない場合、Ｒ
ＲＰDSはＲＲＰの最小値（ＲＲＰmin）として設定されることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項７に記載の方法であって、
　アクセスポイント（ＡＰ）のレンジを得ることと、
　得られたＡＰのレンジと無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のＲＲＰとを合計するこ
とによってＡＰの最小送信電力レベルを判定することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　干渉を補償する方法であって、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）に基づいて、雑音フロア測定を行うことと、
　アップリンク干渉からの必要受信電力（ＲＲＰUI）をＲＲＰUI＝ＩAP＋（Ｃ／Ｉ）req_

lowに設定することであって、ＩAPはＡＰでの雑音フロアの推定であり、（Ｃ／Ｉ）req_l

owは低いレートでの妥当な成功確率を有するのに通常要求されるキャリア対干渉比を表す
構成可能パラメータであることと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、
　パケットが送信されたとき送信データを分析することと、
　前記分析の結果を記録することと、
　少なくとも１つの低品質ビンがあるかを判定することと、
　低品質ビンがない場合、ダウンリンク統計からのＲＲＰ（ＲＲＰDS）を前のアクティブ
化の値から何らかの所定の値を引いたのと同じ値に設定することと、
　少なくとも１つの低品質ビンがある場合、前記ＲＲＰDSを最も高い低品質ビンより高い
最初のビンに対応する受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）の値に設定することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記低品質ビンは、しきい値未満の成功送信の平均データレートを有し、レート制御が
イネーブルされているか、または成功送信のパーセンテージがしきい値未満である有意ビ
ンであることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、
　成功送信の平均データレートおよび成功送信のパーセンテージを算出することをさらに
備えることを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の方法であって、低品質ビンがなく、前のアクティブ化がない場合、
ＲＲＰDSはＲＲＰの最小値（ＲＲＰmin）として設定されることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１３に記載の方法であって、
　アクセスポイント（ＡＰ）のレンジを得ることと、
　ＡＰのレンジと無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のＲＲＰとを合計することによっ
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てＡＰの最小送信電力レベルを判定することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　干渉を補償する方法であって、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）に基づいて、雑音フロア測定を行うことと、
　キャリアロックのない状況で利用可能な雑音フロア測定が利用可能でない場合、アップ
リンク干渉からの必要受信電力（ＲＲＰUI）を前のアクティブ化の値に設定することと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の方法であって、
　パケットが送信されたとき送信データを分析することと、
　前記分析の結果を記録することと、
　少なくとも１つの低品質ビンがあるかを判定することと、
　低品質ビンがない場合、ダウンリンク統計からのＲＲＰ（ＲＲＰDS）を前のアクティブ
化の値から何らかの所定の値を引いたのと同じ値に設定することと、
　少なくとも１つの低品質ビンがある場合、前記ＲＲＰDSを最も高い低品質ビンより高い
最初のビンに対応する受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）の値に設定することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の方法であって、
　前記低品質ビンは、しきい値未満の成功送信の平均データレートを有し、レート制御が
イネーブルされているか、または成功送信のパーセンテージがしきい値未満である有意ビ
ンであることを特徴とする方法。
【請求項２２】
　請求項２０に記載の方法であって、
　成功送信の平均データレートおよび成功送信のパーセンテージを算出することをさらに
備えることを特徴とする方法。
【請求項２３】
　請求項２０に記載の方法であって、低品質ビンがなく、前のアクティブ化がない場合、
ＲＲＰDSはＲＲＰの最小値（ＲＲＰmin）として設定されることを特徴とする方法。
【請求項２４】
　請求項１９に記載の方法であって、
　アクセスポイント（ＡＰ）のレンジを得ることと、
　ＡＰのレンジと無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のＲＲＰとを合計することによっ
てＡＰの最小送信電力レベルを判定することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　引き続き図１５を参照して、次いで、雑音フロア測定が測定期間中に利用可能かどうか
判定される（ステップ１５２０）。ステップ１５３０で、ＡＰ１２０５における雑音フロ
ア測定（ＩAP）が存在する場合は、ＲＲＰUIが以下のように決定される。　
　　ＲＲＰUI＝ＩAP＋（Ｃ／Ｉ）req_low　　　　　　　　　　　　　　式（７）
ここで、ＩAPは雑音フロア推定であり、（Ｃ／Ｉ）req_lowは、低いレート（例えば１ま
たは２Ｍｂｐｓ）で妥当な成功確率を有するのに通常要求されるキャリア対干渉比を表す
構成可能パラメータである。雑音フロアの測定がこの期間中に利用可能でない場合は、Ｒ
ＲＰUIは、前のアクティブ化で設定された値のままにされるか、これが最初のアクティブ
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化である場合はＲＲＰminにされる（ステップ１５４０）。
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